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　 こ の よ う な 台 形 モ デ ル を 用 い た モ デ ル 化 は 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 代 表 波 形 501に
最 も 適 合 す る 台 形 波 形 611を 見 出 す 処 理 で あ り 、 公 知 の 最 適 化 法 を 用 い て 自 動 計 算 に よ り
行 な う こ と が で き る 。 こ こ で は Simplex法 を 用 い て 二 乗 誤 差 を 最 小 化 す る モ デ ル 化 手 法 を
説 明 す る 。 図 ７ に 最 適 化 の 手 順 を 示 す 。 な お 、 Simplex法 の 詳 細 に 関 し て は 例 え ば 非 特 許
文 献 に 紹 介 さ れ て い る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Nelder, J. A. and R. Mead, "A Simplex Method for Function Minimi
zation,"Computer Journal,Vol. 7, p. 308-313, 1965.
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